
定例会中に開催された委員会の

審査や活動を報告 します。

(各委員会で付託された議案の審議結果は8ペ ージ )
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市民がわかりやすい

内容で周知を

嘉

麻
市
税
条
例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

・
国
民
健
康
保
険

税
条
例

の

一
部

を
改

正
す
る
条
例

市
税
条
例
の
主
な
改
正

内
容
は
、
公
的
年
金
等
の

所
得
に
係
る
個
人
の
市
民

税
の
特
別
徴
収
に
お
い
て
、

公
的
年
金
等
の
納
税
義
務

者
が
市
町
村
の
区
域
外
に

転
出
し
た
場
合
に
、
現
行

で
は
特
別
徴
収
か
ら
普
通

徴
収
に
切
り
替
え
て
徴
収

を
行

っ
て

い
る
も

の
を
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
引

き
続
き
特
別
徴
収
の
方
法

で
徴
収
を
行
う

こ
と

や
、

年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別

徴
収
税
額
等

に
お

い
て
、

税
額
の
算
定
方
法
の
見
直

し
を
行
い
、
年
間
の
徴
収

税
額
の
平
準
化
を
図
る
こ

と
な
ど
で
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
主
な
改
正
内
容

は
、
株
式
等
に
係
る
譲
渡

所
得
等
の
課
税
の
特
例
に

お
い
て
、
株
式
等
を

一
般

株
式
等
と
上
場
株
式
等
に

区
分
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

委
員
よ
り
、
市
税
条
例

の
施
行
期
日
が
平
成
２８
年

１
月
１
日
以
降
と
、
２
年

か
ら

３
年

後

の
施

行

に

な

っ
て
い
る
こ
と

に
関
す

る
質
問

に
対
し
、
地
方
税

法
施
行
令
等

の
上
位
法

の

施
行
期
日
に
あ
わ
せ
て
期

日
を
定
め
て
い
る
が
、
周

知
期
間
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
理
由

で
期
日
が
定
め

ら
れ
て
い
る
と

の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

委
員

か
ら
は
、
〈
フ
回

の

改
正
内
容
は
非
常

に
分
か

り
づ
ら

い
の
で
、
市
民
が

理
解

で
き
る
よ
う
な
内
容

で
周
知
を
図

っ
て
も
ら

い

た

い
と

の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
採
択
し
ま
し
た
。

議会だよりかまし(30号 )



民生文教委員会
０

中
嶋田委員長  田淵副委員長  森 委員

う

鋸

統合後の学校施設の有効活用

嘉
麻
市
嘉
穂

地

区
公

民
館

足
自
分
館

の
移

設
に
関
す
る
請
願
書

本
請
願
は
、
現
在
の
嘉

穂
地
区
公
民
館
足
自
分
館

は
、
築
５０
年
を
経
過
し
老

朽
化
も
進
ん
で
い
る
た
め
、

来
春
廃
校
と
な
る
足
自
小

学
校

の
跡
地
利
用
と
あ
わ

せ
て
地
元
で
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
イ
強
化
、
地
域

の
活
性

化

の
た
め
、
足
自
分
館
を

廃
校
後

の
足
自
小
学
校
校

合

に
移
設
し
、
移
設
後
は

現
在

の
分
館
を
解
体

・
撤

去
す
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
で
す
。

ま
た
、
足
自
小
学
校
区

で
の
意
見
交
換
会

の
意
見

も
学
校
施
設
を
足
自
分
館

と
し
て
使
用
す
る
意
見
が

多
数
を
占
め
、
空
き
教
室

の
活
用

に
つ
い
て
も
、
果

樹
園

の
経
営
者
か
ら
、
後

継
者

に
不
安
が
あ
る
の
で
、

後
継
者
育
成

の
研
修
施
設

と
し
て
の
活
用
案
や
果
樹

な
ど

の
加
工
販
売
施
設

の

活
用
案
な
ど
多
数
意
見
が

出

て
い
る
と

の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
移
設

に
関

す
る
市
長

の
考
え
を
問
う

質
問

に
対
し
、
統
合
後

の

学
校
等

の
施
設
は
、
更
地

に
し
な

い
と
相
当
な
維
持

管
理
費
が
か
か
る
と

い
う

専
門
家

の
意
見
を
聞

い
た

こ
と
が
あ
り
、
住
民
の
意

向
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
と
考
え
る
が
、
足

自
小
学
校

に
限
ら
ず
、
将

来

の
維
持
管
理
費
、
高
齢

化
な
ど
総
合
的

に
検
討
し

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
旨

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
採
択
し
ま
し
た
。
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麻
市
定
住
促
進
住

宅
条
例
に
つ
い
て

本
案
は
、
市
内

に
定
住

し
よ
う
と
す
る
者

に
対
し
、

良
質
な
賃
貸
住
宅
を
提
供

す
る
こ
と

に
よ
り
、
定
住

の
促
進
と
人
口
の
増
加
を

図
り
、
市

の
活
性
化

に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

定
住
促
進
住
宅
を
設
置
す

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の

で
す
。

ま
た
、
入
居
者

の
資
格

は
、
所
得
月
額
が
１５
万
８

０
０
０
円
以
上
、
同
居

の

親
族
が
あ
る
こ
と
、
夫
婦

の
年
齢

の
合
計
が
８０
歳
以

下

で
あ

る

こ
と

、

ま

た

、

配
偶
者
が

い
な

い
子
育

て

世
帯

の
場
合
は
、
中
学
校

を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど

も
が

い
る
世
帯
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

委
員
よ
り
、
入
居
後

一

定

の
期
間
が
経
過
し
、
引

き
続
き
居
住
す
る
場
合
は

譲
渡

で
き
る
と
し
て
い
る

が
、
入
居
申
し
込
み
時

に

そ
の
説
明
を
す
る
の
か
と

の
質
問
に
対
し
、
今
後
具

体
的

に
協
議
を
行
う
必
要

が
あ
る
が
、
予
定
と
し
て

は
１０
年
と
し
、
１０
年
経
過

し
た
ら
建
物
を
譲
与
し
た

い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の

場
合
、
土
地

に
つ
い
て
は

分
譲
価
格

で
購
入
し
て
も

ら

い
た

い
と
考
え

て
い
る

の
で
、
申
し
込
み
時

に
そ

の
案
内
も
行

い
た

い
と

の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
外

の
方
も
入

居

の
対
象

に
な
る
の
か
と

の
質
問

に
対
し
、
市
内

の

方
が
入
居
す
れ
ば
人
口
流

出

抑

制

の
対

策

に
な

り

、

市
外

の
方
が
入
居
す
れ
ば

人
口
増

に
つ
な
が
る
た
め
、

ど
ち
ら
も
対
象

に
し
て
い

る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。審

査

の
結
果
、
出
席
者

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

子育て世代の

定住促進を図る

産業建設委員会

森 委員

定住促進住宅建設予定地
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